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載荷
』一⑩一1
図2．1．4圧縮強さ測定の載荷状態
磐う
図2．1．3　曲げ強さ測定の載荷状態
箱中24時間，水中2日間），7日（湿気箱中24時間，
水中6日間），28日（湿気箱中24時間，水中27日間）
および91日（湿気箱中24時間，水中90日間）におい
て曲｝ヂ，圧縮試験を行う．
　曲げ試験は，支点間の距離を100mmとし，供試体
を成形したときの両側面の中央に（図2．1．3参照），毎
秒50±10Nの割合で載荷して最大荷重を求め，次の式
によって曲げ強さを算出する．すなわち，’曲げ試験によ
って得られる破壊時の最大曲げモーメントを断面係数で
割って求められるものである．
　　　6＝＝z〃×0．00234
　ここに　b：曲げ強さ　（N／mm2）
　　　　　2〃：最大荷重（N）
　圧縮試験は，供試体を成形したときの両側面を加圧面
とし，荷重用加圧板を用いて供試体中央部に（図2．1．4
参照），毎秒2400±200Nの割合で載荷して最大荷重を
求め，次の式によって圧縮強さを算出する．すなわち，
一軸圧縮載荷時の最大耐力を，加力軸に直行する供試体
の断面積で割って求められるものである．
　　　c－、器。
　ここに　c：圧縮強さ（N／mm2）
　　　　2〃：最大荷重（N）
写真2．1．2　プロ・一テーブル
　F．フロー試験
　まだ固まらないモルタルの流動性を測定することによ
り，コンシステンシーを判断することができる．
　フロー試験では，規定の機械器具（フローテーブル，
フローコーンおよび突き棒）（写真2．1．2参照）を使い，
モルタルに落下運動を与えてモルタルが広がった後の径
をフロー値とする．
　セメントの品質規格を整理すると表2．1．2のようにな
る．また，品質の代表的な例を表2．1．3に示す．　　　　　ノ
　　　　　　　　　　c
　　　　　　　　《参考文献〉
（1）　日本コンクリート工学協会編コンクリート便覧（第
　　二版），p．44，技報堂出版，1996．2．
